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〈論文〉

19世紀末アルゼンチン・ トゥクマン糖業と

地方オリガルキー

一 一次産品輸出経済期の内陸農業保護政策―

宇 佐 見 耕 一

はじめに

一次産品輸出経済期 (1860～ 1930年 )のアルゼンチンでは,高い国際競

争力を有するパンパ平原での温帯農牧産品の生産とその輸出の拡大が経済

発展を主導していた。そのためこの時期の経済政策は,一般的にそうした

一次産品輸出経済に適合的な自由貿易主義が優越する傾向にあったとみら

れている。その反面内陸諸州は相対的停滞状況にあり, リトラル地方への

従属を深めたとする見解が広範な支持を得ている1)。 そうした全体的傾向

の中でアルゼンチン北西部地方に位置するトゥクマン州とクージヨ地方に

位置するメンドーサ州では,パ ンパの発展と並行して19世紀末に保護政策

のもと主に国内市場向けの糖業とワイン酒造業が発展したことが知られて

いる。保護政策はとりわけトウクマン糖業に対して厚く,小稿では対象を

トゥクマン糖業に限定し,一次産品輸出経済期のアルゼンチンにおいて保

護政策のもとに糖業が展開した要因を特にトウクマン地方オリガルキー

(寡頭支配層)の果たした役割に注目して分析することを目的とする。

小稿で地方オリガルキーに注目したのは,以下のような2つの代表的先

行研究における議論があつたためである。まずホルヘ・バランは,メ ン

ドーサ州とトウクマン州を対象とした分析をとおして,こ の時代の両州に

おけるワイン酒造業と糖業発展の要因として以下の3点 を指摘している。
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地方ブルジョヮジーが地方オリガルキーに転化し,地方と中央の政治に関

与できた点。中央権力は地方オリガルキーにより支持され,ま た地方オリ

ガルキーの要求が中央で受け入れ可能なものであった点。地方ブルジョワ

ジーの利益は多方面と関係 し,逆にそれに反対する勢力は微弱であった

′点2)。

一方 ドナ・ガイは,ア ルゼンチンー次産品輸出経済期の政治 。経済的枠

組みを策定したフリオ。ロカに代表される「80年代の世代」に注目してい

る。彼女は,「80年代の世代」が内陸オリガルキーに権力基盤を持つこと

に留意しつつも,強固な中央政府を形成し国家統合と支配の戦略的重要性

から, トゥクマン,コ ルドバ,メ ンドーサ州を内陸開発の拠点として選択

したとする。しかしその結果は, トウクマンではリトラルと同様の発展は

みられず,逆に中央への従属が見られ,糖業保護政策は「80年代の世代」

の失敗例であったと結論しているめ。

両者の主張の違いは, トゥクマン糖業の発展に関してバランの議論がよ

り地方オリガルキーの果たした役割を重視しているのに対して,ガイの議

論は「80年代の世代」やブエノスアイレス資本の役割など中央の影響力を

相対的に重視している点にある。こうした論点については,小稿で議論す

る保護政策策定過程での地方オリガルキーの役割を検討する中で一定の解

答を得られるものと期待される。そのためにまず第 1節でトウクマン糖業

の成立過程を概観し,第 2節でトウクマン地方オリガルキーおよび糖業に

関与したブエノスアイレス資本の実体を把握する。そして第 3節で糖業保

護政策の代表例として1897年の余剰糖輸出補助金政策の制定過程を分析す

る。

尚,ラ テンアメリカ史においてオリガルキーという用語は,一次産品輸

出経済期に政治・経済力を独占した少数の支配層を指す言葉として用いら

れることが多い。また彼らは,多 くの場合一次産品輸出利益と深い関係に

あったことが知られている。アルゼンチンにおいても,中央レベルではパ

ンパ平原の大土地所有層がオリガルキーの中核を形成していたと一般に認
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識されている。一方,小稿における地方オリガルキーという用語は,ブエ

ノスアイレス州以外の州レベルで政治・経済力を独占した少数の支配層と

いう意味で用いることとする。。

1 トゥクマン糖業の発展

(1)鉄道の開通とトウクマン糖業の発展

もともとトウクマン州は,砂糖生産に最適とされる地帯よりは高緯度に

位置し,ヘクタール当たりの砂糖黍収穫量および砂糖黍の糖分含有量は,

同州より北部の低緯度地帯に位置するサルタ州やフフイ州,ま た他のラテ

ンアメリカの主要砂糖生産国よりも劣つていた9。 そうした低生産性に加

えて,内陸に位置することからくる設備輸入 。砂糖出荷時の高い輸送費も

トゥクマン糖の価格を引き上げる要因となっていた。そのためトゥクマン

州で糖業が発展した背景には,様々な保護 。育成措置が重要な役害1を呆た

していたとみられ,以下 トウクマン糖業の発展を各種保護・育成措置と併

せて跡づけてみる。

トゥクマン州に砂糖生産が導入 。定着したのは1821年のことであり,そ

の後自州とその近隣地域の市場を対象に徐々に生産を拡大させていつた。

とはいえ19世紀前半の砂糖生産は,大土地所有者にとって牧畜,皮革生産,

商業活動を補完するものであった0。 しかし1876年 にトウクマン市とコル

ドバ市を結ぶセントラル・ノルテ鉄道の開通により,河港都市ロサリオ市

やブエノスアイレス市 (直通は1886年リブエノスアイレス市とトウクマン

市間の距離1,246Km。 )と トウクマン州が結ばれて以降,その生産が飛躍

的に拡大した。1876年のトウクマン州の砂糖生産量は3,000ト ンであった

ものが,80年 には9,000ト ン,84年 には2万4,000ト ン,96年 には13万

6,000ト ンと急激に増大していった (図 1参照)。 アルゼンチンにおいて砂

糖生産は, トウクマン州の他にサルタ州やフフイ州などでも行われていた

が,1895年の生産額をみるとトウクマン州が国産糖の86%を生産し,同国

の砂糖生産で支配的地位にあつたつ。
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図 1 全国および トゥクマン州の砂糖生産 1870～ 1905年
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(BenOSノ短res: centro Azucarero ArgentinQ 1921), p.281`ヒ p.285.

このセントラル・ノルテ鉄道は, トゥクマンの持つ戦略的位置による軍

事的目的と産業的目的から政府により建設が計画されたもので, トゥクマ

ン州出身のニコラス・アベジャネーダ大統領期に国営鉄道として建設期間

3年強で完成しため。鉄道の開通により,生産機械の輸入や砂糖の出荷面

で利便性が高まったため,国営鉄道建設も重要な糖業育成措置とみなすこ

とができる。またサルタ。フフイ両州に先がけてトゥクマン州に鉄道が開

通したことにより, トゥクマン糖業は両州に対して砂糖の輸送や外国設備

の導入等で優位な立場に立った。事実,鉄道開通と同時にインヘニオと呼

ばれる製糖工場の設備近代化が進展し,それと並行してインヘニオの洵汰

が進んだ。1877年 にはトゥクマン州内に82の インヘニオが存在し,そのう

ち鋼鉄製圧搾機を持つものが35で ,その他の47イ ンヘニオは木製圧搾機を

所有していた。それが 4年後の1881年 にはインヘニオは34に まで淘汰され,
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全てのインヘニオが鋼鉄製圧搾機を所有し,そのうち27イ ンヘニオは蒸気

式圧搾機を所有していたの。

設備近代化を実行し得なかったインヘニオは競争の結果閉鎖に追い込ま

れ,製糖工場としての機能を失い,残 された砂糖黍農園で近代化されたイ

ンヘニオに向け原料を生産する独立したカニェロ (CanerOま たは耕作者

Cult市adorと も呼ばれる)に転化していった。カニェロは製糖工場を閉鎖

した元インヘニオの他にも多数存在し,1895年 にインヘニオ数が31であつ

たのに対して,カ ニェロの数は2,630に 達したЮ)。 複数のインヘニオに砂

糖黍を販売できるのは大規模なカニェロのみで,小規模なカニェロは近隣

のインヘニオに従属していた11)。 インヘニオは製糖工場を持つのみではな

く,賃労働者を使い直営の砂糖黍農園で原料を生産し,さ らにそれと並行

してコロノ又はメディアネロと呼ばれる分益小作もインヘニオ内で砂糖黍

を生産していた2)。 このようにインヘニオは, トゥクマン州糖業の中枢に

位置していた。

(2)各種の糖業保護・育成措置とモノカルチャー化

鉄道開通は,生産設備輸入や砂糖出荷が容易になるという利便性向上を

もたらしたが,ブエノスアイレス市場においてトウクマン糖は輸入糖に対

して低生産性や高額の国内輸送費からくる高コスト問題を尚抱えていた。

そこで外国糖との競争に対してトウクマン糖業は,関税の保護を受けるこ

ととなった。1877年改訂の関税法では,輸入品に対して25%の従価税方式

の関税が課せられた。この関税改訂においては,砂糖のみ特別な高関税を

課せられたのではなかったが,それが外国糖からの保護効果を持っていた

ことは否定できない。輸入糖に対する関税はトウクマン州出身のロカ大統

領のもとで1884年 に1キ ロにつき5セ ンターボの従量税 (従価税で25%相

当)に変更され,85年には 1キ ロにつき7セ ンターボの従量税に15%の従

価税関税が課せられて強化された。こうした砂糖保護関税の結果,未精製

糖の輸入は急激に減少し,85年には未精製糖の国内自給がほぼ達成された。



26     19世紀末アルゼンチン・トゥクマン糖業と地方オリガルキー

この間,精製糖は国内生産されていなかったため依然として輸入に依存じ

ていたが,国内で精製糖の生産が開始する前年の89年 にロカの後継者であ

るフアレス・セルマン大統領のもと,精製糖に対して従量税部分が 1キロ

9セ ンターボに引き上げられた碍)。

インヘニオ設備の近代化には当然資金を必要とし,それを調達できるこ

とが生き残りのための必要条件であった。砂糖生産業者組合のセントロ・

アスカレロの専務理事エミリオ・シュレは,銀行からの融資がこの時期の

糖業の発展に重要な役割を果たしたと述べている10。 融資の形態は,イ ン

ヘニオの土地や製糖工場設備を担保とした抵当融資がほとんどであった。

融資の例として, トゥクマンでも有数のインヘニオ主ポセ家所有のインヘ

ニオ・ラ・レドゥクシオンをみると,1882年にサンファン銀行の後身であ

るムーニョス・ロドリゲス銀行より設備近代化のため砂糖黍農園と工場を

担保に月利 1%,11回分割払いで 3万ボリビア・ペソの融資を受けてい

る19。 銀行からの融資は設備近代化の他に,砂糖黍農園の拡大のための資

金としても盛んに利用されていた。

融資を行った銀行はトゥクマンのインヘニオ主であるメンデス家も資本

参加したムーニョス・ロドリグス銀行 (後のメンデス銀行)の他,州政府

とインヘニオ主の出資により設立されたトゥクマン州立銀行,ブエノスア

イレスに本拠を構えるナシオナル銀行,国立抵当銀行などがあった。州立

や国立銀行の場合は言うに及ばず,民間銀行の場合でも,州税を担保とし

てトウクマン州政府が融資を受け,それをインヘニオ向けに直ちに再融資

するというようにЮ)銀行からの融資には州の政治権力が深い関係を持つて

実行された場合があった。

トウクマン糖業の労働形態は,小作を除いて砂糖黍農園を含めて賃労働

が主流であったが,そのための労働者確保も糖業発展の重要な要因であっ

た。 トウクマン州において1895年センサスによると通年の工場での労働者 ,

農業労働者等として 1万4,350人が雇用され,サ フラと呼ばれる砂糖黍収

穫期には工場佃1の記録では6万人が雇用されていた1つ。サフラ期の労働力
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は, トゥクマン州だけでは確保できず,近隣のサンチアゴ・デル・エステ

ロ州,カ タマルカ州,サルタ州からも流入した。さらに1870年代には「荒

野の征服」により捕らわれたバンパ地方の先住民が労働者として送り込ま

れた。また,1877年からは労働力確保に警察が積極的に関与できる州法が

施行され,さ らに1888年から96年 まで無職者を警察に登録することを定め

た雇用法 (ley de conchabos)が 施行されていたI)。 1889年 には2万 7,000

人が警察に登録され,そのうちの約40%が逃亡労働者に分類されていたЮ)。

一方 (ヨ ーロ

'パ
)移民は過酷な気候と労働条件のため,労働者としては

みあたらなかったとの記述がある20。 このように労働力確保にも州政府は

積極的に関与し, しばしばそれは強制的であり,労働条件も逃亡者の存在

からわかるように過酷なものであった。こうしたトウクマン糖業における

労働形態は, ヨーロッパ移民の小作や入植者に担われたパンパ農業のそれ

と著しい相違を示している。

また水利については,1897年の灌漑法施行までは少数の大農園が私設灌

漑設備を建設し,サ リ川の水利を独占していた。1897年灌漑法施行により

水利の私的使用に制限が設けられ,公営の灌漑が建設されていった。その

結果,灌漑利用者の数は230か ら2,000に 急増したが,大農園が水利に関し

て優先的であつた状況に変化はみられなかった21)。

こうした各種の保護・育成措置のもと1876年以降トウクマン州糖業は急

速に発展し,砂糖黍栽培面積も拡大した。 トウクマン州農業試験場の所長

であったホセ・ゴンサレスは,1896年にその模様を次のように記している。

「諸経費を差し引くと砂糖黍栽培は 1ヘ クタール当たり200ペ ソの利潤を

もたらす。これはトゥクマンでは他のいかなる作物によってでも達成でき

ない利潤である」そうした状況の下「砂糖黍栽培が可能な全てのものは砂

糖黍栽培業者となった。資金の不足していたものは……数年のうちに負債

を返済できるであろうという期待の下にあらゆる種類の資金調達に走っ

た」22)。 その結果,1877年に約2,500ヘクタールであった州内の砂糖黍農場

の面積は1900年 には約 5万ヘクタールにまで拡大し,逆 に1874年 に 1万
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4,000ヘ クタールあった小麦の栽培が 8年後には2,300ヘクタールにまで縮

小した劉。以上のようにトウクマン糖業は,州・連邦政府からの保護・育

成措置のもとにインヘニオを中心として発展したことが確認されたが,そ

の結果はトウクマン州経済の糖業モノカルチャー化であった。

2 トゥクマン地方オリガルキーとブエノスアイレス資本

(1)ノ ウゲス家とポセ家

次に, トウクマン糖業の担い手であり,地方オリガルキーを形成した

トウクマンのインヘニオ所有層と糖業に参画したブエノスアイレスの資本

家の実体を明らかにしたい。ナタリオ・ボターナは州知事や連邦上下院議

員,連邦政府閣僚を輩出した支配層の事例のひとつとしてトゥクマン州を

取り上げている20。 そこにはガルシア家,パス家,ノ ウゲス家を始めとし

て 8家族が示されているが (表 1),そ のいずれもが トゥクマン州砂糖経

済の中枢に位置するインヘニオを所有する家族であった。インヘニオを所

有する一族の多くが同時に州の政治権力を獲得し,それを基盤に連邦政治

へ進出していたことから,イ ンヘニオ所有層が トゥクマン州の地方オリガ

ルキーの中核を形成していたといえる。そこでそうしたトゥクマン州の地

方オリガルキーの具体的事例として,一族から3人の州知事を輩出したノ

ウゲス家とポセ家についてみてみる。

ノウゲス家の創始者ファン。ノウゲスは1822年 にフランスよリアルゼン

チンに到着し, トウクマン市で皮なめし業に従事し,1826年には同州ファ

マイジャ地区にエスタンシア・サン・パブロを購入している29。 1832年 に

彼は同エスタンシアを基にインヘニオ・サン・パブロを設立し,1836年に

は皮なめし業を廃業し糖業に重心を置 くようになった。サン・パブロは

トゥクマン州のインヘニオのなかでも早期に開設されたもののひとつであ

り,1870年の時点で20ク アドラ (約33.8ha。 )の砂糖黍畑を所有し,去勢

牛牽引の本製圧搾機を装備していた。そこでは砂糖の他に,糖蜜や焼酎が

生産されていた。
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トゥクマン州の主要地方オリガルキー (1880～ 1916年 )

Garcia家 (Illgen10 Bella Vista,Paraiso,San Andrё s&Cruz Alta-1901年 に売却―)

Francisco上院議員・閣僚・下院議員 PrOspero州 知事 」os6 A.下 院議員

Paz家 (Ingenio San Juan― Posse家 と共有一,Concepci6n-1902年 より資本参加―)
Beniamm州知事 Manuel下院議員

Nouguё s家 (Ingenio San Pablo)

Miguel M.州 知事 。上院議員 Ambrosio州 知事 Luis州知事

Padilla家 (IllgeniO Mercedes)

Ernesto州 知事 。下院議員 Tiburcio上 院議員 Vicente下院議員 Miguel下 院議員

Posse家 (Ingenio San Fehpe-1888年売却―,Indust五 a Argentina-1899年閉鎖―,

La Reducci6n,San」 uan,Esperarua&San Vicente-1888年 売去p_)

Juan州 知事・下院議員 Fユem6n下 院議員・閣僚 Emidio下院議員 Martm下 院議
員 Bettamin下 院議員

Avellaneda家 (IngeⅡo Los Ralos― Terin家 と共有―)

Marco下院議員・閣僚 Nicolls大統領・上院議員 Eduardo下 院議員

Gano家 (IIlgen10 L可加 &San Antonio-1910年 設立Pem家 と共有―)
SantiagO州知事 Dtth下院議員 Exequiel下院議員

Ter加 家 (Ingenio Los Ralos― Ave■aneda家 と共有―&Santa Barbara-1901年 に購入

―)

BrtidO上 院議員 Juan Manuel上 院議員 JuliO上院議員

注 :()内 は所有インヘニオ。Gallo家 は Frias家 と共同で SanthgO del Estero州 に Ingenlo
Contrera、 Nouguё s家 は Formosa州 1に Ingen10 BOu宙 erを所有 していた。

出「斤 :Natalio Botana,Iπ  Oηダ″z θOttθ ??ααOγ (BuenOS Airesi Sudamericana,1977),p.160; Em■ io

Schleh, Ctπ θzθttι ttαれO αθι Cttιγο■2πθαγθ
“
ο■η
“
tι

`π

O(BuenOs Attes: Centro Azu―

carero Argentino,1944);Rω tSιαス2zθαγθγα,節OI,Nim.12(1895).

1865年 に創業者のファン・ノウゲス死去の後,イ ンヘニオ・サン・パブ

ロは彼の 3人の息子フアン, ミグル,ア ムブロシオに引き継がれることと

なったが,その経営は長男であるファンが中心となって行われた。鉄道開

通後の1881年にフランス製圧搾機を導入し,翌年には蒸気機関を導入する

という生産設備の近代化が行われ,生産量は年産500ト ンに上昇した。設

備の近代化はその後も続き,1887年には同じくフランスより新たな圧搾機 ,

卜.ウ クマン州で最初の遠心分離器などが導入された。それと並行して生産

量も拡大し,1895年には年産4300ト ンに達し,こ れは州内31イ ンヘニオ中

表 1
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10番目の生産量に相当した。サン・パブロは,所有者一族により直接経営

されていたが,こ うした同族の直接経営はトゥクマンのインヘニオでは一

般的であつた。

次男と3男 は,政界及び業界団体で活躍した。次男ミグルはロカ大統領

の親友であり,連邦下院議員,州政府閣僚を経て1880年から82年 まで州知

事を勤め,その後連邦上院議員となっている。州知事時代ナシオナル銀行

から15万ペソの融資を受け,サ リ川東岸の灌漑建設にあたった20。 この融

資のために知事であるミゲルは自らブエノスアイレスに赴き,ロ カ大統領

の支持を取り付けている2つ。また彼は,糖業の業界団体であるセントロ・

アスカレロの結成に関わり,1896年には同団体の会長を勤めている。三男

のアムブロシオの活躍の場は,業界団体セントロ。アスカレロであり,大

学を卒業した1897年 に同セントロの理事代理となった。その後同セントロ

の理事,会計,副会長を経て1923年から29年 まで会長を勤めた。政治歴と

しては州憲法制定議会議員,州議員,州知事代理,州政府閣僚を歴任して

いる。

このようにノウグスー族では,当時トゥクマンで最も利潤の期待される

糖業において設備の近代化を図り,積極的に事業を展開するという企業家

としての側面と,州や連邦政治に参画するという政治家としての側面を一

族で分担していた。そしてこの企業家としての側面と政治家としての側面

は不可分ものであり,ノ ウゲスー族の政治的基盤はその所有するインヘニ

オの経済力にあり,融資,灌漑,労働力確保等のインヘニオの経済的利益

はノウゲスー族の政治的影響力により直接・間接的に擁護されてきた。一

方「選挙は,既にオリガルキーグループで決定されている事項を承認する

ための参加の偽装手段にすぎなかった」20と 言う見解が広く支持されてい

る。

もっともトゥクマン州の地方オリガルキーが一致団結して自らの利益擁

護に動いていたのではなく,オ リガルキー内部で激しい政治的抗争が繰り

広げられてきたことが知られおり,その一例をポセ家にみることができる
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表 2 ポセ家の系図

Wencesho(1817～ 1900)

1845 La Esperanza設 立

1864 San Vicente設 立

州知事 (1866～ 67)

Emidio(1830～ 95)

La Reducci6n相 続 下院議員
」uan(1839～ 1904)

1865 San」uan設立

州知事 (1886～87)下院議員
1865 San Felipe設 立

ⅣIanuel Posse

(1753～ 1839)

Luls―――――― F」em6n(1831～ 93)下院議員 (C6rdoba)。 司法相

(1797～ 1847)

S血6n―一一」osё (1816～ 1906)州知事 (1864～ 66)。 上院議員

(1852～ 89)下院議員」osё 州知事1822-― Beniamm―一Bettamm

(1785～ 1852)

出所 :Jos6 Marfa Posse,Lο s Possθ f Eι Esp`れι%αθ ttη σια総(Tucumin: sudarnericana,1993)の 言己

述より作成。

(表 2参照)。 ポセ家の創始者は植民地時代の18世紀後半にスペインのガ

リシア地方からトゥクマンに移民したマヌエル・ポセであり,商業,皮革

製造,運送用の牛車業などで財を築いた。彼は, トウクマン市のアルカル

デ (市長)の息女と結婚し, トウクマン市の市会 (カ ビルド)議員を勤め

るなどアルゼンチン独立時にはすでにトウクマン市の有力者であった2"。

ポセ家ではマヌエルの子のフェリペが1865年 にインヘニオ・サン・フェ

リペを設立,1870年には同州でも有数の砂糖黍畑を所有する一方,そのイ

ンヘニオは鉄製の水車式圧搾機を保有していた。鉄道開通後に設備の近代

化を行い,1882年には 7台の蒸気機関を所持していた。フェリペはこの他

甥のロケ・ポンダル・ポセと共同で1860年 にインヘニオ・インドゥストリ

ア・アルヘンティーナを設立した。また,マヌエルのもう一人の子ビセン

テは先に購入していた農園を基に1852年 にインヘニオ・ラ・レドゥクシオ

ンを設立,同インヘニオはその後子のエミデイオに受け継がれた。ビセン

テの他の 2人の子フアンとウェンセスラオも単独あるいは親類と共同でサ



32     19世紀末アルゼンチン・トゥクマン糖業と地方オリガルキー

ン・フアン (1865年),及 びエスペランサ (1845年 )と サン・ビセンテ

(1864年)の 3イ ンヘニオを設立している。これらポセー族の所有する 6

インヘニオは,鉄道開通後全て設備の近代化を達成している。例えばウェ

ンセスラオは,1878年にフランスの会社と契約してインヘニオ・エスペラ

ンサに新型圧搾機,ウ エストン社製遠心分離器,蒸気機関などを導入して

設備の全面的近代化に着手し,建物を含めた総投資額は25万ボリビア・ペ

ソに達している。

ポセ家もノウゲス家と同様,一族の多くの者が地方,中央政界に進出し

た。一族からはホセ (1862～ 1864),ウ ェンセスラオ (1866～ 1867),フ ァ

ン (1886～ 1887)の 3人の州知事が輩出し,その他に州 。中央で議員・閣

僚となったものが多数いた。一族は州内,連邦政府の有力者と親類・友人

関係を結び,人的関係からもその政治的影響力を大きなものとしていた。

ポセ家はロカ大統領の親戚であり,ホ セとウエンセスラオは,1868年から

74年 まで大統領を務めたサルミエントの友人であった。また,ポセー族は

州内のオリガルキーー族であるパス家やパデイージヤ家と婚姻を重ねて

いった。

しかし,ノ ウゲスー族と異なリポセ家はしばしば政治的に逆境に立たさ

れることがあった。ファンは州知事就任直前に行われた大統領選挙でトウ

クマン州の選挙人がロカの後継者で与党全国自治党 PAN公認候補のフア

レス・セルマンを支持しなかったことから,大統領となったフアレス・セ

ルマン政府および州内のPAN支持者と対立していた。連邦政府は反 PAN

派に対する圧迫を強め,例 えばナシオナル銀行は反 PAN派のインヘニオ

に対して厳しい締め付けを行った。こうした対立は1887年 6月 にトウクマ

ン市でフアレス・セルマン大統領派の反乱をもたらし,フ ァン・ポセ知事

は反乱者に逮捕されるに至り,フ ァレス・セルマン連邦政府も知事逮捕を

追認した。この反乱にはPANに 忠実なノウゲス家やパデイージヤ家の砂

糖黍農園のペオンも動員されていたという30。

こうしたポセ家の政治的困難は,そのインヘニオの経営にも困難をもた
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らした。ポセー族の所有する 6イ ンヘニオのうち,サ ン・フェリーペは

1888年「新規機械購入のための融資の返済が実行できず」に売却され,サ

ン・ビセンテも新規機械購入のためナシオナル銀行から借 り入れた融資に

関して,「同銀行の理事の圧力により」同 じ年に競売に付 される結果 と

なった31)。 ポセ家もインヘニオ経営者という企業家としての側面と政治家

としての側面を一族で担っていたが,こ の事例からトゥクマン地方オリガ

ルキーの存立基盤であるインヘニオの経営が政治と不可分であった事実を

みることができる。以上のようにトゥクマン糖業の発展は,イ ンヘニオ所

有層の企業家としての活発な近代化努力に,彼 らの地方オリガルキーとし

ての政治力が加味して実現したものであった。かれらの政治家としての側

面は,一般的にその事業に肯定的な影響を与えたが,政治情勢によりそれ

が否定的に作用する場合もあった。

(2)ブエノスアイレス資本の進出
トウクマン糖業とブエノスアイレス市との関係は,鉄道開通後ブエノス

アイレス市がトゥクマン糖業の市場となったことから必然的に強まった。

主要なトゥクマンのインヘニオは,ブエノスアイレス市に事務所を構え,

また業界団体であるセントロ。アスカレロもブエノスアイレス市に本部を

置いたことからトゥクマン出身のインヘニオ経営者もブエノスアイレス市

で執務する機会が多くなった。さらに両者の関係は,ブエノスアイレス市

の資本が糖業に直接進出したことからより強固なものとなった。

トウクマン糖業に関係したブエノスアイレス市の代表的資本家としてエ

ルネスト・トルンキストがいる。 トルンキストは1841年 にブエノスアイレ
ス市で生まれ,工業銀行であるトルンキスト銀行やエルネスト・トルンキ

スト商会を設立し,商業 。工業と金融業にわたって幅広く事業を展開して

いた。 トルンキストの糖業との関係は,1887年に精糖会社であるレフィネ

リア・アルヘンティーナをブエノスアイレス州の北方パラナ川沿いにある

サンタ。フェ州ロサリオ市に設立したことと前後して始まる。
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レフィネリア・アルヘンティーナが設立されるまでの国産糖は,未精製

糖 (粗糖)市場をまかない,ブエノスアイレス市で好まれる精製糖は輸入

に依存するという状態が続いていた。そのため,ア ルゼンチン独自の精糖

工場を設立しようとする動きがトウクマンのインヘニオ経営者やイギリス

人実業家の間にみられたが,最終的に政府より認可が下りたのはトルンキ

ストの提案するプランであった。また,レ フィネリア・アルヘンテイーナ

設立に先立ち,議会は精糖事業者に15年間にわたる利益の 7%保障と企業

に対する免税措置を定めた法律を可決していた。 トルンキストの計画が実

現した背景には,彼が与党 PANの 一員であり,ロ カの友人であったとい

う政治的立場があった初。ただしレフィネリア・アルヘンテイーナが政府

より利益保障を受けたのは初年度のみで,それはその後返還されている30。

トルンキストはレフィネリア・アルヘンティーナの株式20万金ペソのう

ち9万 5,000ペ ソ分の株式を所有し自ら社長に就任した。同社のその他の

役員には, トウクマン地方オリガルキーのメンバーであるデルフィン・

ガージョやマルコ・アベジャネーダが名を連ねており,その意味で同社は

トルンキストとトゥクマン地方オリガルキーを構成するインヘニオ所有層

との合弁企業であるといえるが,所有株式の構成からみてトルンキストに

支配権があったのは確実である。また,同社の実際の運営には,ウ ルグア

イのコロニアで類似の工場で経験 を積んだ工場長のケスラー (F.

Kessler)や 支配人のハゲマン (M.Hagemartll)ま た,ヘ イガー技師 (A.

Geiger)と いつた専門家があたつていた30。 同社は,1891年 にトウクマン

のインヘニオ・コンセプシオンに精糖施設が建設されるまでアルゼンチン

の精糖事業を独占し,1914年時点でも国内消費の 5分の 4を生産するとい

うように39,精糖事業において大きな支配力を持つに至った。

トルンキストの糖業に対する関心は精糖事業に留まらず,1886年にトウ

クマン州のインヘニオ・ヌエバ 。バビエラを購入し,原料生産部門にも進

出した。彼は,それを基盤に地元のインヘニオ・ラ。フロリダとラ・トリ

ニダの所有者でメンデス銀行の所有者でもあるペドロ。メンデスと共同で,
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各自の所有する3つのインヘニオを統合した トゥクマン糖業会社 (Com_

pania Azucarera Tuctlmana)を 1895年 に設立した。同社は,1901年にもイ

ンヘニオ・リオ・サリ株式会社よりその傘下のインヘニオ・ラステニアと

サン。アンドレスを購入した30。 当時 トウクマン州内に存在するインヘニ

オ数は34と 記録されており, トルンキストはそのうち 5つ と関係するに

至った。

もっとも, トゥクマン糖業会社はメンデス家との合弁事業であり,原料

糖の生産に関して, トウクマン州出身のインヘニオ所有一族が中心であっ

た点に変化はない。しかし, トルンキストはトゥクマン州とその生産する

砂糖の最大消費地であるブエノスアイレス市との間に立つ精糖部門におい

て圧倒的な支配力を持つと同時に, トゥクマン州の原料糖生産にも足場を

持つことをとおしてトゥクマン州糖業界に大きな影響力を保持していたと

いえる。こうしたトルンキストの糖業部門への進出は, トゥクマン糖業の

利益が トゥクマンのインヘニ所有層である地方オリガルキーとブエノスア

イレス資本の共通の利益に転化したことを意味していた。この現象をバラ

ンに従えばトゥクマン糖業利益の全国化と捉えられ,ガイはそれをブエノ

スアイレス資本による支配と解釈したのであったが,小稿では次節で検討

するようにバランの立場に近い利益の共同化として捉えることとする。

3 糖業保護政策と地方オリガルキー

(1)業界団体結成と砂糖シンジケート
ここでは,前節までに示した構造をもつ トゥクマン糖業べの保護政策が

中央レベルでどのような過程で実現されていったかについて,輸出補助金

法の成立を事例として検証する。まず糖業の全国レベルでの利益団体とし

て,前述したセントロ・アスカレロ 。アルヘンティーナ (以下セントロと

略す)が 1894年 5月 にブエノスアイレスで結成された。セントロ結成の直

接のきっかけは,1890年経済危機を受け財政再建のために関税見直しの委

員会を政府が設置し,それに対応する必要が糖業界に生じたためであった。
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業界団体設立のイニシアチブはブエノスアイレスの代表的資本家エルネ

ト・トルンキストと前述したノウゲスー族のミゲル・ノウゲスにより採ら

れた。94年 1月 ブエノスアイレス市にあるトルンキスト商会本店にノウゲ

ス,キ ンテロ,メ イヤー,ガルシアらトゥクマンのインヘニオ所有者とト

ルンキスト商会側からデ・バリーが出席して準備会議が開催され,同 5月

5日 正式にセントロは発足 した。セントロの役員会の構成は,ア ベジヤ

ネーダ政権の内相でロカ政権でも国家教育諮問委員会会長を勤めた政治家

であるソリージヤが会長に, ミゲル・ノウゲスが副会長に就任した。その

他はトルンキスト商会の役員であるデ・バリーを除き,全てトゥクマン州

のインヘニオ所有一族であった3つ。このように業界団体としてのセントロ

は,首都ブエノスアイレスにおいて連邦レベルでブエノスアイレス資本の

トルンキスト商会とトウクマン州のインヘニオ所有層の利益を代表する団

体であり,イ ンヘニオ所有層であるトゥクマン地方オリガルキーの利益は

ブエノスアイレス資本の利益と一体化して主張される仕組みができあがら

た。

セントロが結成された1894年前後からアルゼンチンでは精製糖を含めて

砂糖の自給が達成され,1895年には好天候による豊作で過剰生産の状況が

出現し, トウクマン糖業界は危機に直面した。アルゼンチンの砂糖生産

は,1894年に8万 5,000ト ン (そのうちトウクマン州での生産が 7万5,000

トン)であったものが,95年 には13万 トン (同 11万 トン),96年 も豊作で

16万 トン (同 13万 6,000ト ン)と いう急激な生産拡大がみられた (図 1参

照)。 こうした生産の拡大に反比例 して糖価は下落し,フ リア・イ・ガ

ジョ社の店頭価格によると1894年 7月 のレフィネリア・アルヘンテイーナ

社製精製糖価格が最高 8ペ ソ, トウクマン製 1級糖が最高5.5ペ ソであつ

たものが,95年 9月 には各々が最低4.5ペ ソと2.7ペ ソまで下落した30。

こうした過剰生産 。価格急落の危機を前に,セ ントロでは1895年 2月 に

理事のマウリシオ・メイヤーの提案により価格維持への方策を協議する委

員会が設置された。その後セントロ内部での対立に苦しみながらも,同年
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8月 21日 ウニオン・アスカレラと名付けられた砂糖カルテルが結成された。

カルテルに参加するインヘニオや砂糖卸業者は,その所有する砂糖在庫を

カルテルの委員会の管理下に置き,参加者は委員会が定めた価格以下での

販売はできず,ま た定められた量以上の販売もできないと取 り決められ

た3ω。しかしそうして難産の末誕生したカルテルも,翌月には「いく人か

の関係者の不参加により失敗」に終わった40。 この砂糖カルテルを失敗に

追いやつたのは糖業界内の内部対立であり, トルンキストやノウゲスらセ

ントロ主流派に対して,イ ンヘニオ・サンタ・アナの所有者であるクロド

ミロ 。イレレやインヘニオ・コンセプシオンの所有者であるアルフレッ

ド・グスマンが対抗しようとする構図がみられた41)。

しかし,糖価安定のための努力はトルンキストが中心となりその後も続

けられた。糖価はトルンキストが経営する「レフィネリア・アルヘンテー

ナとその代理人の強力な買いのおかげで」40持ち直し,ま たカルテル結成

の動きも継続的に続いていた。その結果,1896年 3月 ブエノスアイレスに

おいて,国内外で砂糖の購入・販売を行うウニオン・アスカレラ・アルヘ

ンテイーナ株式会社が設立された。同社の社長にはトウクマン地方オリガ

ルキーの一員で,ニ コラス・アベジャネーダ元大統領の兄であり同州選出

の下院議員で当時下院議長を務めていたマルコ・アベジャネーダが就任し

た。役員はトルンキスト商会からエルネスト・トルンキスト本人とデ・バ

リーが就任し,それ以外はトウクマン州のインヘニオ所有者が就任した40。

このようにカルテルは株式会社の体裁をとったシンジケート形態で実現し,

同年 6月 までにウニオンはウルグアイや欧米に2万 5,000ト ンの砂糖を輸

出した44)。

一方,ウ ニオンの社長に就任したM.アベジヤネーダは,その下院議

長という立場を活かして連邦議会においてもウニオンの活動を擁護する発

言をしている。例えば1896年 11月 13日 の下院本会議においてラ・リオハ州

選出であるが同時にブエノスアイレス市のラ・プレンサ紙所属のジャーナ

リストでもあるダビラ議員は,「シンジケー ト (ウ ニオン・アスカレラの
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こと)は食料品 (砂糖のこと)を買い占め,その価格を引き上げ,消費者

を (犠牲にして)利益を上げている」としてウニオンを批判し,ア メリカ

やフランスにならいシンジケート禁止法を提案することを示唆した40。 こ

れに対してM.アベジャネーダは同月16日 の本会議において「ウエオン

の主催者はラ・リオハ州選出議員の言うような必需品から利益を絞り取ろ

うとする資本家ではなく,共和国に存在する20人の大手インヘニオ所有者

である。その目的は破減の危機に直面している我が国で最も価値ある産業

を救うためである」40と 述べ,ウ ニオン・アスカレラの活動を正当化して

いる。以上のようにインヘニオ所有層であるトゥクマン地方オリガルキー

は,ブエノスアイレス資本であるトルンキスト商会と共同して業界団体で

あるセントロやそれを基盤にシンジケートを結成し,その利益保持に動い

ていた。

(2)輸出補助金法の成立
セントロはこうしたシンジケート結成と並行して,過剰生産解決案とし

て政府に輸出補助金法の成立を求める請願書を提出した。請願書は1895年

12月 4日 付けでセントロ会長のリドロ。キンテロ以下諸理事連名で財務相

のフアン。ロメロ宛に出され,「砂糖に対する国内税を設定し,その一部

を輸出補助金に充当する法案」を議会に上程するように求めていた4つ。同

請願に対してウリブル政権内部で「閣僚であったビジャヌエバ,ア ルコル

タ,ベルメホが反対を試みたが・……共和国臨時大統領のロカ将軍とソリー

ジヤ内相の決定的な支持のおかげで,法案は議会に送付された40。」法案

の骨子は,1896年中に生産された国産砂糖に対して 1キ ロ4ペ ソの税金を

課し, 2万5,000ト ンを上限として輸出された砂糖に対して 1キ ロ12セ ン

ターボの補助金を出すというものであった49。

当時暫定上院議長であったフリオ・アルヘンティーノ・ロカは,ホセ・

エバリスト・ウリブル大統領の病気によリー時的に臨時大統領の地位にい

た。ロカはトゥクマン出身の軍人で,同 じく同州出身の大統領ニコラス・
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アベジャネーダ (任期1874～80年 )の後継者として,内陸諸州とブエノス

アイレス州内部の一勢力が同盟した全国自治党 (PAN:Partido Autono―

mista Naciond)を 母胎として大統領 (1880～ 86年 )を勤め,その後ブエ

ノスアイレス市とトウクマン州から上院議員に選出されていた")。 大統領

を退いた後もロカは,後継大統領の決定に影響力を振るい,1898年から

1904年の間大統領に再任されるなど1880・ 90年代を通してのアルゼンチン

の政府与党の最高実力者であった。ロカ自身はトウクマン州出身であるが,

同州にインヘニオを所有せず,逆にブエノスアイレス州にエスタンシアを

所有していたこと,ブエノスアイレス市からも上院議員に選出されている

こと,中央政界が活動の中心であったことなどからトゥクマン地方オリガ

ルキーの一員というよりもそれと強い結びつきを持ち,内陸諸州から支持

を得た中央の政治家といえるであろう。

セントロ主流のトルンキストやミゲル・ノウゲスらはロカの支持者であ

り,ノ ウゲス自身は1883年から92年 までアベジャネーダやロカと共にトウ

クマン州選出の上院議員を勤めていた。また,ソ リージヤ内相は前述した

ように,セ ントロの初代会長を勤めロカ政権の内相であつたが,ウ リブル

政権でも内相の任にあつた。さらにこの時病気療養中のウリブル大統領も,

トゥクマン州の北方に隣接するサルタ州にあるインヘニオ・サン・イシド

ロを所有する一族の出身であり,糖業と利害関係があつた。セントロは,

こうした政治的チヤンネルを使って連邦政府に法案の議会上程を働きかけ

た。

しかしこうした砂糖輸出補助金法案は,割高の生活必需品の購入を強い

られるブエノスアイレス市の消費者や高い国際競争力を有し自由貿易から

恩恵を受けるパンパ大土地所有層を中心とした農牧産品輸出関係者の利益

に明らかに反していた。そのため鉄道建設や信用供与といった糖業育成措

置とは異なり,砂糖輸出補助金法案は保護関税と並び,ブエノスアイレス

市の消費者や保護貿易主義の拡大を懸念するパンパ大土地所有層等の利益

と直接対立するものであった。そうしたことからブエノスアイレス市の
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ラ・ナシオン紙やラ・プレンサ紙は1895年 12月 中旬以降,同法案を批判す

る記事を掲載するようになった。例えば12月 14日 のラ・プレンサ紙は,

「糖業の事業家や商人が負うべき損失が,(同法案により)国や消費者が

負担するようになるЫ)」 とブエノスアイレス市の消費者擁護の立場から法

案を批判している。また同月16日 のラ。ナシオン紙は,「連邦政府は一州

の内部問題に干渉できないし,ま たする権利もない…… (連邦政府は)国

家の利益に関わる事項に従事すべきである9」 と述べ,ブエノスアイレス

市の消費者やパンパ大土地所有層等の利益に反しトゥクマン州の利益を優

先させた同法案に反対している。そのためセントロでは「首都の新聞によ

る敵対的なプロパガンダにより,議会・政府の意気込みが陰り,今議会で

の法案可決はほとんど不可能」53と 判断していた。結果はセントロの予想

どおり下院で可決後,上院での審議途中で時間切れにより法案は不成立に

終わった
y)。

それでも輸出補助金法案は,次の下院議会でもM.アベジャネーダ議

長の下引き続き議論されることとなった。とはいえ1896年 11月 13日 下院本

会議に予算委員会から上程された砂糖税法案は,税収を目的とした 1キ ロ

につき2セ ンターボを課すというものであった。そのためトゥクマン州選

出のカントン議員は,1897年中に国産 。輸入糖対して 1キロ6セ ンターボ

を課税し,課税対象となった砂糖の35%以内に限り,輸出を行った場合 1

キロ12セ ンターボの還付を行うという内容の砂糖輸出補助金法案を提案し

た。カントン議員は輸出補助金がヨーロパにおいて広範に採用されている

こと,糖業が トゥクマン州を始めとしたアルゼンチン北部地方の重要産業

であることなどの背景説明を行った。これに対して,前述したラ。リオハ

州選出のダビラ議員は,法案はウエオンの利益のみを考えたものであり,

「人民を空腹にして投機をなすために関税保護を受けているシンジケート

に反対する」との反対意見を述べた50。 また,ブエノスアイレス市選出の

バロエタベーニャ議員も,砂糖輸出は補助金なしでは不可能であり,法案

は砂糖の生産を国内の消費量以上に拡大させるものだとして反対した50。
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-方財務相のホセ 。ロメロは,昨年ウエオンからの請願を受けて,請願

者のひとりが提出した要請書とほぼ同内容のものを政府案として議会に提

出したことを明らかにした。そして,政府は糖業を救い,(ト ゥクマン

が)荒廃に陥ることを避けるあらゆる法案を支持するとして,カ ントン議

員の輸出補助金法案を支持する演説を行った5つ。結局輸出補助金法案は11

月18日 の下院本会議で賛成28,反対27と 言う僅差で可決され,上院に送付

された。反対27議員中17議員はブエノスアイレス市と州選出議員であった

が,そ うした反対は同市・州の消費者やパンパ大土地所有層をはじめとし

た農牧産品輸出利益の関係者,特に当時のオリガルキー支配が優越する政

治状況を考慮すると後者の主張をより反映したものと考えられる。他方賛

成議員のうち3名がブエノスアイレス市選出であった他は, トウクマン,

メンドーサ,コ ルドバ州等の内陸州選出議員であった")。

上院では議長職に戻ったロカのもとに審議が行われ, トゥクマン州選出

でインヘニオ・ベジャ・ビスタ所有者でもあるガルシア議員が賛成演説を

行い,い くつかのやりとりの後一部修正して1897年 1月 13日 に可決59,下

院も同年 1月 14日 に同修正案を承認し,砂糖輸出補助金法は成立した。上

院の議事録には採決の結果可決とのみ記されているが,上院が各州 2名 の

代表により構成されていることを考えれば,ブエノスアイレス市・州の比

重の重い下院に比べて法案の通過は容易であったと考えられる。

この輸出補助金法の成立過程の検証では以下の点が確認された。まず ,

当初政府がセントロの請願通りの法案を議会に提出した点であり,政府に

対するセントロの影響力の強さを伺わせる。次に最終的に法案を提案し,

特に下院でのブエノスアイレス市・州選出議員団の反対に抗してそれを成

立させたのはトゥクマン選出議員の働きであった点である。また,政府が

それを支持していた点も忘れてはならない。要するにトウクマン地方オリ

ガルキーは,法案成立のために業界団体であるセントロ, トゥクマン地方

オリガルキーのメンバーである連邦議員,ま た彼らと深い関係にある連邦

議会議員,連邦政府閣僚をとおして同法案を成立させたのであった。
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ー方 トルンキストの糖業に対する関与は,糖業界の利益を連邦政府に反

映させるのに有利に作用したと考えられるが,それによリブエノスアイレ

ス市の消費者やバンパ大土地所有層等が同法案を支持するということはな

かった。砂糖輸出はセントロが中心となって行い,輸出補助金法が成立し

た97年 は4万 トンを越えた。輸出補助金法は1903年 にブリュセル協定で

ヨーロッパ諸国が補助金付き砂糖輸入を禁上したため,1905年 をもって撤

廃された。

おわりに

以上みてきたように,19世紀末にブエノスアイレスから鉄道で約1200

kmも 内陸に位置するトゥクマン州に糖業が展開した要因は,イ ンヘニオ

所有層の企業家としてのインヘニオ近代化の努力に,彼 らがその経済力を

基盤として政治力を獲得し地方オリガルキーに転化した点が指摘できる。

地方オリガルキーとしてのインヘニオ所有層の持つ政治力は,融資の獲得

にみられるように直接自己のインヘニオに利益をもたらすために行使され

た他, トゥクマン糖業全体への保護 。育成政策を実現するためにも州と連

邦レベルで積極的に行使された。このようにトゥクマン糖業の発展に関し

て地方オリガルキーの役割を重視する視点は,基本的にバランのものと一

致する。

小稿で検討した砂糖輸出補助金法は,保護関税と並びブエノスアイレス

市の消費者やバンパ大土地所有層を中心とした農牧産品輸出関係者の利益

と対立したことは,同法案が下院でブエノスアイレス市・州選出議員の反

対にあったことからも明らかである。アルゼンチンの一次産品輸出経済を

主導するパンパ大土地所有層等の反対を覆して同法案が成立したのは,

トウクマン地方オリガルキーとそれに関係する政治家の連邦レベルにおけ

る活動の結果であった。バランは保護政策制定の要因のひとつとして反対

勢力の弱さにも言及しているが,輸出補助金法の成立に限ってみると連邦

レベルにおけるトゥクマン地方オリガルキーの政治力の強さをその成立要
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因としてより強調すべきであろう。

連邦レベルでトゥクマン地方オリガルキーの持つ政治的影響力の大きさ

は,中央政界の実力者ロカが トゥクマン州出身で彼らと強い結びつきを

持っていたこと、ニコラス・アベジャネーダ元大統領も同州出身であった

ことや,糖業に利害関係を持つウリブルが大統領の地位に就いたという事

実と関係していることがまず指摘できる。しかし当時の政治体制に関して

様々な見方があるが∞), トゥクマン地方オリガルキーが中央政界で発言力

を持ち、ロカやアベジャネーダ等の内陸出身政治家の影響力を連邦レベル

で維持させた背景として,少なくとも当時の与党である全国自治党がブエ

ノスアイレス市 。州の一部勢力と内陸諸州の連合勢力として発足しており,

アルゼンチンー次産品輸出経済の中核であったパンパ大土地所有層がすな

わち連邦政府であるという単純な構図であつたとは必ずしもいえない点に

留意しなければならない。

もっとも砂糖輸出補助金法は,各種の保護・育成措置のもとで発生した

過剰生産に対処する究極の保護政策といえ, トゥクマン糖業の政治力への

依存を象徴するものであった。そのことによリトゥクマン州では国際競争

力のない糖業からも利潤を得ることが保障され,イ ンヘニオ所有層の企業

家としての生産物多角化等への努力を抑制する結果となったと考えられる。

こうした輸出補助金法に象徴される過剰な保護政策は, トウクマン州経済

の糖業モノカルチャー化を進行・維持させ,現在に至るトゥクマン州の貧

困問題等の社会・経済問題の根底に横たわる構造を形成させた重要な要因

となったといえる。
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